
為替週間展望＝ドル円は上値の重い動きか

　　　　　　　　　　［３月２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    2 月 24 日～ 2 月 28 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  111.61   111.68(24)    108.80(28)    108.81   -2.80

ユーロ・ドル  1.0846   1.1008(28)    1.0805(24)    1.1002   +0.0155

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    21,142.96    -2243.78     日本10年債利回り  -0.154   -0.098

ダウ平均株価    25,766.64    -3225.77     米10年債利回り     1.261   -0.211

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２日　　中国２月財新製造業購買担当景気指数

　　　　スイス２月消費者物価指数

　　　　米２月ＩＳＭ製造業景況指数、米１月建設支出

３日　　豪１月住宅建設許可件数

　　　　豪第４四半期経常収支

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　スイス第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　ユーロ圏１月生産者物価指数、ユーロ圏１月雇用統計

４日　　豪第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　ユーロ圏１月小売売上高指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米２月ＡＤＰ雇用統計

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米２月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

５日　　豪１月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米第４四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米１月製造業受注

６日　　日本１月勤労者世帯家計調査

　　　　豪１月小売売上高

　　　　日本１月景気動向指数速報値

　　　　独１月製造業受注指数

　　　　米２月雇用統計、米１月貿易収支

　　　　カナダ２月雇用統計、カナダ１月貿易収支

　　　　カナダ２月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

７日　　中国２月貿易収支

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】日本での新型コロナウイルスの感染拡大が「円売り」要因との見方

も徐々に台頭しつつある。そうした中、ドルの堅調さが継続するとみられ、新型コロナ

ウイルスの感染拡大への警戒感は根強い中、ドル買い円売りの動きが進みやすいとみら

れ、ドル円は堅調な推移が見込まれるとした。

　　　　

【新型コロナウイルスの世界的な感染拡大への警戒感が広がる】

　新型コロナウイルスの世界的な感染拡大への警戒感が広がっている。韓国では連日で

感染者数が増加しているほか、ブラジルでも感染者が確認されている。なお、米疾病対
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策センター（ＣＤＣ）は米国でもいずれ感染拡大が起きるとの見通しを示している。

　　

　日本時間の２７日午前に行われた記者会見で、トランプ米大統領は米国民へのリスク

は非常に低いとの見解を示した。その一方で、米食品医薬品局（ＦＤＡ）は新型コロナ

ウイルスはパンデミック（大流行）に向かっているとの見解を示した。２７日に世界保

健機関（ＷＨＯ）のテドロス事務局長は新型コロナウイルスの感染拡大はパンデミック

の可能性が高いとの見方を示して、各国へ警戒を促した。

　　

　世界的な流行への警戒感もあり、米国株をはじめとして多くの国で株価は値を崩して

いる。ＮＹダウは２４日に１０３１ドル安、２５日に８７９ドル安と急落した。２６日

は一時下げ渋ったものの引けでは１２３ドル安となった。２７日には１１９０ドル安と

過去最大の下げ幅となった。日経平均も連日で値を崩している。

　　

　ドル円は１９～２０日に日本売りの動きとなって、ドル買いに円売りが重なって１１

２円台前半まで上昇した。２１日以降のドル円は下げに転じており、日本売りによる円

売りから、リスク回避の円買いに転じている。米国での感染者の発生もあり、ドルイン

デックスは２０日の９９．９１前後から２７日に９８台前半まで下落している。

　　

　米国株が値を崩していることもあり、安全資産への資金シフトから米国債が買われて

利回りが低下している。米１０年物国債利回りは２月中旬に１．６０％超だったもの

の、その後急速に低下して、１．２３％前後まで低下して、過去最低水準となってい

る。

　　

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、当初今年の利下げはないとの見方が広がっ

ていた。このところは新型コロナウイルスの影響で株価が急落していることもあり、年

内は２回以上の利下げを見込む動きとなっている。最近の米国株の急落は利下げ催促相

場とも受け取れる。こうした中、トランプ米大統領は米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

へ利下げを要求している。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは３月の米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）までの利下げ確率は９７％前後まで上昇　している。

　　

　ドル円は１１２円台前半から２５日に一時１１０円割れまで下落したものの、その後

は１１０円台を中心とするもみ合いが続いた。ただ、２７日には１１０円を割り込み、

２８日には１０９円を割り込むなど、リスク回避の円買いモードとなっている。新型コ

ロナウイルス関連の報道や日本、米国、中国の株価動向や米長期金利の動きを眺めなが

ら、ドル円は上値の重い展開なりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１０７．５０

～１１０．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２日に米２月ＩＳＭ製造業景況指数、米

１月建設支出、３日にスーパーチューズデー（米大統領選）、４日に米ＭＢＡ住宅ロー

ン申請件数、米２月ＡＤＰ雇用統計、米２月ＩＳＭ非製造業景況指数、米地区連銀経済

報告（ベージュブック）、５日に米新規失業保険申請件数、米第４四半期非農業部門労

働生産性指数、米１月製造業受注、６日に日本１月勤労者世帯家計調査、日本１月景気

動向指数速報値、米２月雇用統計、米１月貿易収支などがある。

　　

【ユーロドルは買い戻されて大きく戻す】

　ユーロドルは下げトレンドが長らく続いて、１．０８００ドルの節目を割り込んだ

後、戻り歩調に転じている。米国での新型コロナウイルスの感染者が発生したことや米

国株の急落から、リスク回避のドル買いの動きが一服したことなどがユーロドルの上昇

につながった。また、ドイツのショルツ財務相が債務に苦しむ州政府の歳出余地を広げ

るため、憲法に基づく借入制限の一時的な解除を検討しているとの報道も好感されてい

るようだ。

　　

　ユーロドルはこれまでの下げトレンドの反動などから堅調に推移するとみられる。た

だ、このところの上げは大幅な下げの反動高によるところも大きく、一本調子での上昇

は難しいとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０８５０～１．１１００

ドル。

　　



　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２月２９日に中国２月製造業購買担当者景

気指数（ＰＭＩ）、３月２日に中国２月財新製造業購買担当景気指数、スイス２月消費

者物価指数、３日に豪１月住宅建設許可件数、豪第４四半期経常収支、豪中銀（ＲＢ

Ａ）政策金利、スイス第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）、ユーロ圏１月生産者物価指

数、ユーロ圏１月雇用統計、４日に豪第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）、ユーロ圏１月

小売売上高指数、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、５日に豪１月貿易収支、６日に豪１

月小売売上高、独１月製造業受注指数、カナダ２月雇用統計、カナダ１月貿易収支、カ

ナダ２月ＩＶＥＹ購買部協会指数、７日に中国２月貿易収支などがある。
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